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学校だより№８ 平成２７年１０月３０日

と き わ 通 信
文責；いわき市立湯本第二小学校長 小川幸一

実り多い小学校教育研究会授業公開
２０日(火)に、いわき市小学校教育研究会社会科部会授業公開が行われ、約２００人ほどの市内

の小学校の先生方が、３年生から６年生までの社会科の授業を参観しました。
以前にもお知らせいたしたとおり、福島県並びにいわき市の小学校教育研究会社会科部会の研究

テーマをもとに、本校の研究テーマを『社会的事象に関する基礎的･基本的な知識、概念や技能を
身につけ、社会的な見方や考え方を育成する授業はどうあればよいか。』と掲げ研究に取り組んで
きました。研究では、めざす姿として、①資料を正しく読み取り、活用できる子、②基礎・基本を
身につける子、③自分の考えを表現できる子という三つの姿を掲げ、資料の効果的な活用と言語活
動の充実の二つの観点から授業づくりをしてきました。資料を効果的に活用すということは、資料
を客観的に正確に読み取り、その社会的事象について自分なりに考察を加えるということです。言
語活動を充実させるとは、自分の考えを文章や図やグラフで表したり、発表などで伝えたりするこ
とを通して思考を深めるということです。これらの活動を通して社会的な見方や考え方を育ててい
くのですが、これこそ｢生きる力｣を育むための大切な力となります。現代は情報化社会であり、瞬
時に世界の情報が伝えられ、日々社会情勢や経済状況が変わります。この変化の激しい現代で生き
ていく子どもたちには、今起こっている出来事を単なるよそ事と捕らえるのではなく、自分とのか
かわりで捕らえ、自分の生きる道を模索し追及する意欲と能力が求められます。このことは、私た
ち大人にとっても同じです。
授業公開に当たり、全教職員の力を結集して、社会科の基礎的な知識をしっかり身につけさせる

べく学習環境整備やクイズ大会の催し、学習教材作りなどに取り組んできました。形から都道府県
名やその県庁所在地を判断する力もめきめき伸びてきて、基本的な知識の定着が伺われたり、発表
についてはその根拠となる資料や事象を基に行う様子が見られるようになったり、研究の深まりが
感じられうれしく思っています。社会科学習が好きであるという子どもも増えています。
しかし、研究を進めれば進めるほど、社会科は国語や算数で培った力の総合的な力が必要である

ことが痛感され、自ずとこれらの指導にも力が入りました。国語においては文章を読み取る力と文
章を書く力、算数ではグラフなどの統計資料を読み取る力や解決方法を順序よく筋道立てて考える
力が特に大切です。これらは授業だけでは定着が難しいものがあります。家庭においては予習・復
習や読書の習慣化、家族とのコミュニケーションを日常的に行う協力がぜひ必要です。
今求められている学力は、｢文章や資料を正確に読み取り、自分なりの解決方法を筋道立てて考

える力と、自分の考えや意志を他に分かりやすく伝える力｣です。これからも、毎時間の授業を充
実させ、さらに子ども達に｢生きる力｣を培っていきたいと思います。
研究公開に当たり、臨時ＰＴＡ奉仕作業や、有志の方々による環境整備等を行っていただき、気

持ちのよい環境で研究会ができたことに深く感謝いたします。
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１１月の行事
２日(月)ふくしま教育週間(～７日) １３日(金)特別支援教育作品展(～１５日)ららミュウ

授業公開３・４校時(～６日) １８日(水)校内学習発表会
食に関する指導１・５年 ２１日(水)お弁当の日 学習発表会

３日(火)文化の日 ＰＴＡバザー
４日(水)お弁当の日 校内持久走記録会 ２３日(月)勤労感謝の日
５日(木）集金日 なかよし集会 ２４日(火)学習発表会繰替え休業日(学校休み)
６日(金)お弁当の日 持久走記録会予備日 ２５日(水)演劇鑑賞教室 木曜日の時間割で授業

１０日(火)３年生ときわ台自然観察 ２６日(木)水曜日の時間割で授業
１１日(水)５年生福島県学力テスト ２７日(金)お弁当の日 ６年生湯本三中体験入学

２８日(日)いわき市ＰＴＡ研究大会

＜スクールカウンセラー来校日＞ ＜学校司書来校日＞
１１日・１８日・２５日 ５日・１２日・２０日・２７日

６年生 修学旅行 ３年生 防火運動会
６日(金)に、６年生が東京へ修学旅行に行っ ２６日(月)に、

てきました。見学地は国会議事堂と昭和館、花 ３年生が常磐消防

やしきと浅草寺の仲見世です。 署の方々と防火運

国会議事堂では吉野正芳議員が私たちを出迎 動会を行いまし

えごあいさつをいただきました。案内の方も例 た。毎年３年生を

年以上に丁寧に説明してくださり、国会の仕組 対象に行われてい

みや建物などについて詳しく知ることができま ます。

した。昭和館では戦前からの国民の生活や社会 火の役になった

情勢についての変遷を学び、社会科の学習に役 鬼の消防隊員が子どもたちを追いかける鬼ごっこ

立てることができました。花やしきではグルー のような遊びを通して、火の怖さを体験するなど、

プごとに思い思いの乗り物で楽しく遊びました。楽しくためになるひと時を過ごしました。

仲見世では外国人(特に中国の方)の多さに驚き １１月に入るといよいよ朝晩の冷え込みも厳し

ながらも、お土産の買い物に夢中でした。 くなってきます。ストーブなどの火を使う暖房器

往復の車中では、係の子どもの音頭により楽 具も出てくるのではないでしょうか。また、子ど

しくゲームやクイズ、カラオケなどを行い、疲 もはライターやマッチがあるとつい火をつけてし

れて眠ることなくみんなで楽しく過ごしました。まうことがあります。

マナーを守り修学旅行の目的をしっかり果た 火の取り扱いについてよくお話しくださるとと

せた思い出に残る修学旅行となりました。 もにライターなどの管理をお願いします。

身なりは心を表す 仰天！ 幼児プールでスマホをいじるお母さん

たびたびこのような言葉を耳にすることがあることで 幼稚園の遠足でハワイアンズに行った時のこと。幼児

しょう。きちんとした人は外見もきちんとしています。 プールで遊んでいると水着姿のお母さんがプールサイド

たとえそれが粗末なものであっても。逆に、身なりを正 でスマホでメール打ち。そばでは幼児が独りで水遊び。

すということは心も正すことにつながります。 スマホの病気はここまで来たか！せっかくの家族旅行

制服はファッションではなく、学習に臨むユニフォー なのに家族がばらばら。子どもが見捨てられていること

ムです。再点検(紺のブレザーと紺の半ズボン、スカート に気がつかないのかな。これでは心も人としての行動力

または長ズボン(ジーンズも紺系の色))。をお願いします。や常識も育ちません。気をつけたいものですね。


